
R2 7月 R2 12月 R2

肯定的％ 肯定的％ 数値目標 項目 内容

児童 88.7 ◇91.7 全体

保護者 90.5 95.4

教師 100 100

児童 91.8 ◇95

保護者 89.9 95.3

教師 100 100

児童 88.4 ◇88.7

保護者 76.3 78.7

教師 93.3 93.1

児童 ◇87.6 84.4

保護者 74.5 72.9

教師 76.7 79.3

児童 ◇82 80.7

保護者 63.5 64.6

教師 60 65.5

児童 81.8 80.9

保護者 58.4 55.8

教師 76.7 93.1 1

児童 92.8 92.7 2

保護者 92.8 94.6

教師 90 96.6

児童 80 ◇84.2

保護者 75 74.2

教師 50 79.3

児童 ◇89.5 89.2

保護者 81.2 82

教師 60 82.8

児童 84.8 ◇87

保護者 70.3 76.6

教師 70 78.6

児童 ◇87.7 86.5

保護者 88.9 87

教師 82.8 69 3

児童 88.7 86.8 4

保護者 67.8 69.4

教師 70 72.4

児童 98.4 ◇99

保護者 94.2 95.4

教師 96.7 100

　｢授業がよく分かる｣の調査結果
が、児童・保護者ともに過去４年間
で最も高くなりました。｢授業に主体
的に取り組む｣の数値は、７月の調査
と比べるとやや下がりましたが、昨
年度までと比較すると、特に児童の
調査結果は高い数値となっていま
す。(裏面へ)

はきものを整頓す
る

3 90

学校をきれいにす
る

授業がよく分かる

対象

　過去４年間の調査結果を比較して
みると、児童の評価において本年度
が最も高くなっている項目が多くあ
りました(◇印で表記)。今回の結果
から、児童の自己肯定感が高まって
きている手応えを感じました。

  南小の児童は、全体的に素直で真
面目に物事に取り組む反面、進んで
取り組むことを苦手と感じている子
もいます。これは、南の丘学園全体
の課題でもあるので、学園の共通実
践として「４つの承認」を進めてい
ます。①一人一人の存在を大切に
し、②結果だけでなく、③意欲や④
努力の姿を捉え、認めていこうとい
うものです。来年度も、教師が率先
して取り組むとともに、児童同士で
も認め合う関係づくりを進め、成就
感を高めていきたいと考えていま
す。

　２学期は、感染防止対策を第一と
しつつ、ﾘﾚｰ大会や運動会、修学体験
など、楽しく充実した活動をできる
だけ実施できるように努めてきまし
た。その結果、12月の調査では、｢学
校が楽しい｣｢みんなと何かをするの
が楽しい｣の項目で、児童・保護者と
もに、昨年度までと同程度もしくは
それ以上の調査結果に戻りました。

　コロナ禍というこれまでにない経
験をして、学校で生活すること、み
んなで活動に取り組めることは当た
り前ではないのだという思いを高め
ていることが伝わってきました。保
護者の皆様の教育活動への御理解
と、感染防止対策への御協力あって
のことと、感謝申し上げます。
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　12月に実施した教育活動アンケートへの御協力、御意見ありがとうございました。調
査結果をまとめましたので御報告します。

調査結果から見える課題と対策
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R2 7月 R2 12月 R2

肯定的％ 肯定的％ 数値目標 項目 内容

児童 ◇98.2 97.8

保護者 96.4 95.8

教師 100 96.6

児童 ◇79.2 74.4

保護者 73.4 74.2

教師 73.3 58.6

児童 ◇87.6 85.7

保護者 72.4 74.9

教師 75.9 86.2

児童 85.9 85.5

保護者 70.6 69.8 8

教師 82.8 86.2 9

児童 69.2 65.8 10

保護者 79.1 80.3 11

児童 75.7 73.4 12

保護者 72.2 70.7

児童 85.9 87.2

保護者 85.3 84.5

21
子どもの個性を認め、
日頃から会話している 保護者 96.6 96.8

22
袋井南小が進めている
教育を理解している

保護者 88.5 86.3
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Ａ
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Ａ

　本校では、｢主体的・対話的で深い学
び」の実現を目指して、考えを整理する
ための思考ﾂｰﾙや、ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習で意見
交換するためのﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、学級全員の
意見を参照するためのﾀﾌﾞﾚｯﾄの活用を
重点として、授業づくりに取り組んできま
した。本年度はさらに、単元全体の学習
過程の見通しと、評価の基準を示し、児
童が到達点に向かって主体的に取り組
むことを目指してきました。来年度も、さ
らなる授業改善に取り組みます。

　本校では、「あいさつ」「美しい学校」
「言葉づかい」「時とルールを守る」の４
項目を『ｸﾛｰﾊﾞｰ運動』と銘打ち、月々の
生活目標に掲げて実践に取り組んでい
ます。児童会や各委員会が担当する項
目を分担し、創意工夫を生かした運動
や点検活動を展開しています。
　
　過去４年間と比較して、本年度の調査
結果は、４項目で児童の評価が最も高く
なっていました。児童は『ｸﾛｰﾊﾞｰ運動』
を守ろうという意識をもっていることが伺
えます。しかし、地域での挨拶や下校時
のﾙｰﾙ・ﾏﾅｰなど、課題として残っていま
す。地域の方の日々の見守りや旗振りな
どに支えられていることを、学校全体とし
て再確認し、公共心・公徳心を育んでい
きたいと思います。

調査結果から見える課題と対策
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【保護者の皆様よりいただいた意見より】

　来年度の行事や参観会等は、どのように開催していくのですか。

　保護者の皆様には、参観人数制限、保護者証提示、検温・手指消毒など、様々なお願いに御理
解・御協力をいただいたおかげで、コロナ禍でも本年度の教育活動を行うことができたことを、
改めて感謝申し上げます。今後の感染状況が見通せない中ではありますが、別紙『令和３年度行
事予定』の通り、現時点での教育活動・行事を計画しました。リレー大会・音楽発表会・運動会
につきましては、本年度の実績を踏まえ、昨年度までと開催時期を変えました。

　来年度は、懇談会を実施することを想定して、従来の参観会・懇談会を予定しています。ま
た、駐車場につきましては、南ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰの駐車場を借用いたしますが、最大100台で他団体も
利用する場合がありますので、実家庭数が480世帯であることを踏まえますと、２回に分けて実
施せざるを得ない状況です。なお、感染状況によっては、本年度同様に地区別開催や廊下からの
参観をお願いすることになります。御理解の程よろしくお願いいたします。

　欠席連絡やアンケートのデジタル化について、どのように考えていますか。

　現在は、近所のお子さんを通じて、欠席届や家庭学習、お便り等を受け渡しすることにより、
必要な諸連絡を行うことができ、ありがたく思っています。また、電話連絡を通して、お子さん
の状況を確認することもできています。こうした方法のよさを残しつつ、マチコミメールによる
欠席連絡の運用も検討していきたいと思います。

　また、保護者の皆様には、本アンケートの提出に御協力いただき、より正確な調査結果を出す
ことができております。今後は、Ｗeb上で回答いただく方法も、欠席連絡同様に検討して参りま
す。


